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「細則２－２ 顧客に自ら給油等をさせる給油取扱所の自主保安基準」の解説 

 

 

平成 10年自治省令第６号により、危規則第 60条の２が一部改正され、顧客に自ら給油等をさせ

る給油取扱所（以下「セルフＳＳ」という。）を新たに設置できるようになり、セルフＳＳの「予

防規程に定めなければならない事項」として、顧客に対する監視その他保安のための措置に関する

ことが追加されました。 

全てのセルフＳＳは、セルフＳＳの自主保安基準である細則２－２を定める必要があります。 

関係通知：【Ｈ10.３.13消防危 25】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１、２ 危規則第 28条の２の５第１項第２号ト、第３号ハ（ｅ－Ｇｏｖ法令検索） 

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=334M50000002055#Mp-At_28_2_5 

特記すべき事項がある場合、追加で

記載してください。 

危規則第 28 条の２の５第１項第３

号ハで（＊２参照）の規定により、顧

客用固定注油設備は、「１回の連続し

た給油量及び給油時間の上限をあら

かじめ設定できる」必要があります。 

当庁では、顧客用固定注油設備の１

回の注油量を 100L 以下、注油時間は

６分以内に設定するよう指導してい

ます。 

危規則第 28 条の２の５第１項第２

号ト（＊１参照）の規定により、顧客

用固定給油設備は、「１回の連続した

給油量及び給油時間の上限をあらか

じめ設定できる」必要があります。 

当庁では、顧客用固定給油設備の１

回の給油量を、ガソリン 100Ｌ以下、

軽油 200Ｌ以下、給油時間は４分以内

に設定するよう指導しています。 

施設の実態に応じて「１回の給油

量・注油量」、「給油時間」を記載して

ください。 

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=334M50000002055#Mp-At_28_2_5

